
 

令和２年度 第２回佐賀県交通渋滞対策協議会  

議事概要 

 

１．日時 令和３年３月１８日（木） １０：００～１１：１０ 

 

２．場所 佐賀国道事務所４F会議室＋WEB 

 

３．議事 

（１）本年度に実施した対策の効果検証 

（２）新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針 

（３）官民連携による渋滞対策 

 

４．議事要旨 

（１）本年度対策を実施した「国道３号 永吉
ながよし

交差点（暫定供用中）」及び「国道３

号 曽根崎
そ ね ざ き

交差点（暫定供用中）」、「国道３４号 佐
さ

大
だ い

医学部入口交差点」につ

いて、対策前後を比較すると一定の旅行速度向上が見られ、その対策効果を

確認した。 

（２）交通需要マネジメント（TDM施策）として、佐賀市街地部へ流入する通勤交通

をターゲットとし、自動車利用から鉄道や自転車といった移動手段の転換を

推進することについて関係者間で確認した。 

（３）国道３４号 鳥栖
と す

市 村田町
む ら た ま ち

交差点について、新たに渋滞緩和に向けた検討に

着手することを確認した。 

（４）今後も継続的に渋滞状況をモニタリングし、対策を立案・実施することを確

認した。 

 

以上 
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０．本日の報告事項・議事内容

【交通渋滞対策協議会の進め方】

○交通渋滞対策協議会は、効率的・効果的に渋滞対策を推進していくために年２回開催することを基本とする

(主な目的)
・主要渋滞箇所の見直しの審議、今後の渋滞対策に関する協議
(主な議題)
① 前年度の1年間分のデータを用いた主要渋滞箇所のモニタリング結果の報告と見直し
② R2.3月以降の対策実施箇所の状況報告
③ 緊急事態宣言下(4/17～5/14)における交通状況(渋滞の変化)の報告
④ 今年度実施する渋滞対策の進め方
⑤ 交通渋滞に関する課題の共有・議論

(主な目的)
・当該年度の渋滞対策の取り組みの総括、今後の渋滞対策に関する協議
(主な議題)
① 本年度に実施した対策の効果検証
② 新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針
③ 官民連携による渋滞対策

第１回渋滞対策協議会（2020.8.21開催）

第２回渋滞対策協議会（本日）

(1年間の流れ)

本会議の位置づけ

1



０．本日の報告事項・議事内容
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本日の議事内容のポイント

２．本年度に実施した対策の効果検証

１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針

ポイント２
（１）これまでの対策方針

新たに対策を実施した箇所(3箇所※)の
状況報告

ポイント１

今後のピンポイント対策候補箇所※の紹介

ポイント３

緊急事態宣言下(R2.4.17～R2.5.14)の
交通状況等を踏まえた交通需要マネジメン
ト(以降：TDM)施策の方向性及び具体の対
策案について協議

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（３）TDM施策の検討

（４）対策内容と今後の展開

５．今後について

（１）対策箇所の紹介

（２）渋滞要因及び対策内容の紹介と効果分析
※

• 国道3号 曽根崎交差点
• 国道3号 永吉交差点
• 国道34号 佐大医学部入口交差点

４．官民連携による渋滞対策

※
• 国道202号大土井交差点
• 国道34号 鳥栖市村田町交差点

（２）佐賀市街エリアの交通特性



１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針
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（２）佐賀県内の主要渋滞箇所の状況

１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針

4

○佐賀県内の主要渋滞箇所は、平成25年1月に162箇所を選定・公表し、バ

イパス整備及び交差点改良等の対策やモニタリングを実施してきた結果、
これまでに19箇所を解除

○佐賀市街地・鳥栖市を中心に143箇所の主要渋滞箇所が残存

時期
主要渋滞
箇所

内訳

集約区間数 箇所数

選定時
(H25.1)

162箇所
35区間

(77箇所)
85箇所

H29年渋滞協後
(H29.8)

155箇所
35区間

(77箇所)
78箇所

H30年渋滞協後
(H30.8)

146箇所
34区間

(75箇所)
71箇所

R1年渋滞協後
(R1.8)

145箇所
34区間

(74箇所)
71箇所

Ｒ2年渋滞協後
（Ｒ2.8）

143箇所
34区間

(74箇所)
69箇所

現在の佐賀県内主要渋滞箇所

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成

区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続しており、
複数の主要渋滞箇所を含む区間

主要渋滞箇所(143箇所)の市町別内訳

佐賀市
57箇所
(40%)

鳥栖市
28箇所
(20%)

小城市
10箇所

(7%)

神埼市
7箇所(5%)

武雄市
7箇所(5%)

その他
27箇所(19%) 

34

264

208

263

3

N

川原橋

唐津市千々賀

佐賀市周辺

唐津市周辺

203

34

207

204

34

202

県央エリア

・・・対策中・対策（案）有り
・・・今後対策を検討
・・・経過観察
・・・解除済み

県内主要渋滞箇所の対策状況

県東エリア

県北エリア

県南エリア

伊万里市周辺

202497

県北エリア

県西エリア

鳥栖市

佐賀市

唐津市
7箇所(5%)



（３）佐賀県における渋滞対策の基本方針

１．これまでの経緯と渋滞対策の基本方針
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0 100 200 300 400 500

一般国道３号

一般国道３４号

一般国道２６４号

一般国道２０７号

一般国道２０３号

(主)久留米基山筑紫野線

一般国道２０８号

一般国道２０２号

(主)佐賀川久保鳥栖線

一般国道２０４号

九州佐賀
国際空港

唐津市

伊万里市

武雄市

佐賀市

至：福岡県

県都である佐賀市に
各方面からの交通が集中

至：長崎県

至：福岡県

：広域流動

：県内流動

：主要渋滞箇所

県を越える広域の
交通流動が多い

佐賀県全体の交通流動路線別の交通量と混雑度

課題 佐賀市街地を中心に、物流・交通拠点が集積する鳥栖市、伊万里市、唐津市や福岡都市圏との都市間交通が多い
これらを結ぶ主要幹線道路では、交通容量不足が生じており、佐賀市には県内主要渋滞箇所の約４割が集中している

基本方針 地域高規格道路整備や現道拡幅による交通容量の拡大を図るとともに、交差点改良など局所的な対策やソフト施策によ
る渋滞軽減への取組みを検証していく

（主）久留米基山筑紫野線

（主）佐賀川久保鳥栖線 34

264

208

203
263

34

207

202

204

3

207

497

497

202

35

資料：H22道路交通センサス

※高速道路、地域高規格道路を除く

県平均75百台/日（0.77）

百台/日

（1.09）

（1.33）

（1.04）

（1.38）

（1.51）

（1.48）

（0.91）

（1.29）

（0.69）

（ ）内は混雑度

（1.14）

鳥栖市

N

平成27年度佐賀県交通渋滞対策協議会で決定



２．本年度に実施した対策の効果検証
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○ 令和2年度には、新たに「国道3号永吉交差点改良」「国道3号曽根崎交差点（鳥栖拡幅）」が暫定供用、「国道
34号佐大医学部入口交差点改良」が完了しており、最新データを用いて対策の効果検証を実施

佐賀県内の主要渋滞箇所とH25.1以降に整備完了した主な道路事業

（１）実施箇所の紹介

34

208

203

263

34

202

3

207

35

497

唐津伊万里道路
（唐津千々賀山田IC～北波多IC）(平

成25年3月開通)

唐津伊万里道路
（北波多IC～南波多谷口IC）

(平成27年2月開通)

唐津千々賀山田IC

北波多IC

南波多谷口IC

佐賀福富道路
(久保田IC～芦刈ＩＣ)
（平成25年3月開通）

（県）佐賀環状東線
（牛島工区）

（平成28年2月開通）

（市）大財藤木線・
（市）大財木原線

（平成30年12月開通）

※渡河部～枝吉東交差点は未整備

497

（県）西与賀佐賀線
（平成28年3月開通）

264

N

唐津伊万里道路
（南波多谷口IC～伊万

里東府招IC）
(平成30年3月開通)

武雄バイパス
(平成30年2月開通)

202

207

東分
交差点

鳥栖市村田町
交差点

伊万里東府招IC

佐賀福富道路
（芦刈ＩＣ～芦刈南ＩＣ）
(平成28年3月開通)

（県）江北芦刈線
（平成25年3月開通）

嘉瀬南IC芦刈ＩＣ

芦刈南ＩＣ

久保田ＩＣ

国道34号三養基高校入口
交差点改良

(令和2年3月)

国道3号永吉
交差点改良

(改良中(暫定供用))

国道3号曽根崎交差点
(改良中(暫定供用))

国道34号佐大医学
部入口交差点

(ピンポイント対策)
(R2.5月完了)

平成25年1月以降に
整備完了した
主な事業

【凡例】

道路事業 交差点改良

令和2年度に
整備完了した
主な事業

ピンポイント対策
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Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved

事業概要

写真①【下り】

至久留米市

至福岡市

写真②【上り】

至久留米市

至福岡市

（２）渋滞要因及び対策内容の紹介 ①国道３号永吉交差点

○令和2年9月に交差点改良事業（下り線の拡幅）が一部完了

 R2.9月に下り線の直進車線を拡幅（1→2車線）
今後、上り線の直進車線を拡幅予定(1→2車線)

【対策内容】

N

至久留米市

至福岡市

写真①

整備前(～R2.9.1)

至佐賀市34

3

暫定供用(R2.9.2～)

至久留米市

至福岡市

至佐賀市

N

写真②下り線の拡幅
(直進レーンの増)

N

至

久
留
米
市

至

福
岡
市

至 小郡市

500

永吉
交差点

鳥栖IC
3

4車線区間
事業中区間

上り

下り

上り

下り

34

3

3

至 佐賀市
34

R3.1.27撮影 R3.1.27撮影

完成形

２．本年度に実施した対策の効果検証

至佐賀市

至福岡市

至久留米市

N

上り

下り

34

3

上り線の拡幅
(直進レーンの増)
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（２）対策効果分析 ①国道３号永吉交差点

○拡幅された下り側にて速度向上を確認。特に渋滞の定義となる20km/hを下回る区間の解消を確認
○永吉交差点を起点として渋滞していた弥生が丘交差点(下り側)の速度向上も確認

至
久
留
米
市

至
福
岡
市

N

3

3

姫方町
交差点

弥生が丘
交差点

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

35.7 35.1 33.7 ## 38.2 23.9 33.1 37.7 #
36.9 36.7 34.1 ## 38.7 22.6 30.8 38.3 #
33.9 36.7 33.2 ## 41.7 26.7 37.3 49.5 #
34.2 35.6 30.0 ## 40.1 26.8 38.0 49.6 #
34.3 36.4 29.5 ## 40.8 26.7 37.4 48.5 #
34.9 38.3 29.0 ## 41.0 28.1 39.4 49.8 #
34.6 38.5 31.0 ## 41.8 27.6 38.5 50.1 #
34.7 37.6 31.8 ## 41.9 26.6 37.2 48.5 #
35.5 37.9 33.0 ## 41.5 27.4 37.7 49.2 #
36.4 37.5 34.1 ## 42.4 26.1 37.4 49.3 #
36.5 37.2 34.5 ## 40.9 25.3 36.2 47.8 #
36.9 40.3 36.6 ## 42.9 27.3 37.9 48.3 #

29.7 21.7 17.4 ## 19.1 15.8 37.8 46.8 #
28.7 21.6 16.0 ## 18.1 16.7 36.3 45.2 #
29.7 30.2 23.7 ## 24.5 15.8 36.4 49.2 #
29.8 29.6 22.7 ## 23.6 13.9 33.8 47.0 #
31.3 29.4 22.3 ## 24.3 14.5 34.2 50.8 #
34.4 33.6 25.1 ## 27.9 17.7 35.4 51.7 #
31.7 33.8 24.9 ## 28.1 15.2 34.5 50.1 #
30.5 32.7 26.8 ## 26.9 15.9 34.7 50.9 #
31.6 30.0 25.8 ## 24.9 16.0 34.8 51.1 #
34.3 31.7 24.7 ## 24.1 15.7 34.3 48.9 #
32.4 24.2 18.1 ## 19.1 11.4 34.8 50.3 #
35.9 30.9 22.1 ## 22.6 12.6 34.6 50.7 #

【凡例】

：主要渋滞箇所

：主要渋滞区間

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

出典：ETC2.0プローブ情報平日平均 整備前：R1.9～11月、暫定供用後：R2.9～11月

整
備
前

暫
定
供
用

下り

下り

20km/h未満
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved

国道3号永吉
交差点改良

(改良中(暫定供用))

H30.6.21撮影整備前

撮影方向

暫定供用

至大分県

至佐賀市

R3.1.27撮影

至久留米市

至福岡市

至久留米市

至福岡市

永吉交差点を
起点とした渋滞

２．本年度に実施した対策の効果検証
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（２）渋滞要因及び対策内容の紹介 ②国道３号曽根崎交差点（鳥栖拡幅）

○令和2年6月に拡幅事業の暫定供用により、右折レーンが延伸

 R2.6月に右折レーンを延伸
今後は、上下方向ともに拡幅予定( 1→2車線)

N

至

久
留
米
市

至

福
岡
市

鳥栖駅

至 小郡市500

曽根崎
交差点

姫方町
交差点

国道3号鳥栖拡幅 L=2.4km

鳥栖IC

Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved

3

3

4車線区間
事業中区間
2車線区間

事業概要
整備前

暫定供用(現況)

完成形

右折レーンの延伸
(24m→70m) 

1車線→2車線に拡幅至福岡市 至久留米市

N
N

N

至福岡市 至久留米市

至福岡市 至久留米市

写真②

写真①

写真① 写真②

至久留米市

至福岡市

至久留米市

至福岡市

3

3

3

右折レーンの延伸
(27m→55m)

【下り】14%向上
15.3km/h→17.5km/h

出典：ETC2.0プローブデータ平日朝夕ピーク(7:00～9:00、17:00～19:00)平均
整備前：R1.9～11月、暫定供用後：R2.9～11月

上り

下り

上り

下り

上り

下り

【上り】3%向上
17.0km/h→17.5km/h

R2.8.25撮影 R2.8.25撮影

1車線→2車線に拡幅

２．本年度に実施した対策の効果検証

交差点流入部、特に下り側において約14%の速度向上効果を確認
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：直進・左折車両
：右折車両

整備後

整備前

◆右折の渋滞が直進・左折車の進行を阻害
◆右折交通と、直進・左折交通が錯綜

34

至
佐
賀
市
街
地

至
小
城
市

佐
大
医
学
部
入
口
交
差
点

右折車の渋滞

○下り方向の流入部では、直進・左折車線が付加車線構造となっており、右折交通と直進・左折交通が錯綜し、
渋滞が発生。

○右折レーンを付加車線とし、カラー舗装による走行レーンの明示を実施

◆カラー舗装による右折・左折交通の走行レーンを明示

至
佐
賀
市
街
地

至
小
城
市

◆右折レーンを付加車線に

写真①

写真②

（２）渋滞要因及び対策内容の紹介 ③国道３４号佐大医学部入口交差点【ピンポイント対策】

下り

上り

下り

上り

【対策内容】

Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved

事業概要

写真① 写真②

至 小城市

至 佐賀市街地

 R2.5月に下り線流入部を下記の通り改良
 右折レーンを付加車線に変更
 カラー舗装による進行方向の明示

N

至

小
城
市

至

佐
賀
市
街
地

至 佐賀大(医学部)

208

佐大医学部
入口交差点

至 佐賀市

34

H30.9.11撮影 R2.9.10撮影

34

至 小城市

至 佐賀市街地

２．本年度に実施した対策の効果検証
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○改良された下り側流入部において速度向上を確認。特に渋滞の定義となる20km/hを下回る区間の速度向上
を一部時間帯にて確認

至
佐
賀
市
街
地

至
小
城
市

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

46.831.719.7
40.822.915.2
42.230.722.2
39.231.720.2
40.925.916.8
41.127.317.0
38.624.516.6
38.726.316.0
37.821.816.0
35.327.119.6
29.716.312.9
28.112.29.1

39.727.717.7
38.923.614.2
43.035.621.8
41.734.820.7
43.032.821.8
41.233.023.3
42.533.820.5
41.533.121.8
41.832.020.6
41.733.321.9
36.823.215.7
30.115.910.6

※ETC2.0プローブ情報 平日平均(データ期間整備前：R1.9～11月、整備後：R2.9～11月)

進行方向整
備
前

整
備
後

20km/h未満
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

佐大
医学部入口

Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved

流入部における
速度が向上

（２）対策効果分析 ③国道３４号佐大医学部入口交差点【ピンポイント対策】

34

２０８

至佐賀大

２．本年度に実施した対策の効果検証
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1

1

4

0

10

20

30

40

50

60

県央 県東 県西 県北 県南

57

46

23

12

5

佐賀市 鳥栖市/三養基町
上峰町/神埼市
/吉野ヶ里町

小城市/多久市
江北町/大町町
武雄市

唐津市/
伊万里市
等

鹿島市
/白石町
/嬉野市

（１）これまでの対策方針

※既存対策有とは事業中箇所整備後に渋
滞解消・緩和が見込まれる箇所、経過観察
とは対策事業実施済の箇所。

●エリア別の対策状況

○ 【令和２年３月渋滞対策協議会】
○ 対策検討中の主要渋滞箇所が多く残る県央エリア(佐賀市)・県東エリア(鳥栖市等)に対し、即効性の高い

TDM施策の可能性を検討する方針を決定

34

264

208

263

3

N

川原橋

唐津市千々賀

佐賀市周辺

唐津市周辺

203

34

207

204

34

202

県央エリア

・・・対策中・対策（案）有り
・・・今後対策を検討
・・・経過観察
・・・解除済み

県内主要渋滞箇所の対策状況

県東エリア

県北エリア

県南エリア

伊万里市周辺

202497

県北エリア

県西エリア

鳥栖市

佐賀市

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

12
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○ 【令和２年８月渋滞対策協議会】
○ 緊急事態宣言下（R2.4.17～R2.5.14）において、最も大きな速度向上がみられた佐賀市街エリアへの流入

交通に着目してTDM施策を進めることを決定

【 平 常 時 】 【 緊 急事態 宣言中 】

中心部 中心部

◆佐賀市 ◆鳥栖市

【 平 常 時 】 【 緊 急事態 宣言中 】

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

N N

市内の20km/h未満の
道路延長が約2割減少

中心部

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

N N

中心部

市内の20km/h未満の
道路延長が約3割減少

佐賀駅 佐賀駅

鳥栖駅 鳥栖駅

※ETC2.0プローブ情報（7～9時平均）
平常時：H31.4.19-R1.5.16
緊急事態宣言中： R2.4.17～R2.5.14

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（１）これまでの対策方針
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
①R3東櫛原 ②R34鳥栖 ③R34江北

④R34武雄 ⑤R202北波多 ⑥R203相知
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年
比
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2/

H
31

)

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

①R3東櫛原 ②R34鳥栖 ③R34江北

④R34武雄 ⑤R202北波多 ⑥R203相知

対
前
年
比

(R
2/

H
31

)

14

【参考】緊急事態宣言後の管内の交通状況の変化

○ 緊急事態宣言(R2.4.17～R2.5.14)の影響は、平日休日ともに6月頃には前年度比9割強まで回復
○ 令和2年末時点では、休日の交通量は6月時点よりさらに回復し前年度比約97%となっている

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

①R3東櫛原(福岡県)

②R34鳥栖
⑥R203相知

⑤R202北波多

④R34武雄

※直轄トラカンデータ（H31.4～R1.12、R2.4～R2.12）
※R34江北はH31.5月から取得開始

③R34江北

【平日】

【休日】

緊急事態宣言

緊急事態宣言

6月時点で概ね回復
(平均：約95％)

6月時点で概ね回復
(平均：約92％)

6月時点からは横ばい
(平均:約95%)

6月時点からさらに回復
(平均：約97%)

N

3

34

34

202

203

202
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【参考】緊急事態宣言後の管内の交通状況の変化【九州全域の連休時の傾向】

○ GW(緊急事態宣言中)においては平均して5割まで交通量の減少している
○ お盆時期には約8割まで回復し、年末年始時期に関しても同様に8割程度の状況が続いている

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

出典：九州地方整備局 記者発表資料



※混雑度

南東部断面 混雑度：1.88

西部断面混雑度：1.33

Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved
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○ 佐賀市街エリアに関連する交通は約35.5万台/日あり、西部方面（小城市・江北町）から中心部への流入交
通が多く、断面交通容量も不足している状況

北部断面
• 一般国道263号
• 県)佐賀川久保鳥栖線

東部断面
• 一般国道34号
• 一般国道264号
• 県)佐賀大川線

南東部断面 • 一般国道208号

西部断面
• 一般国道34号
• 一般国道207号
• 一般国道444号

南部断面
• 県)佐賀川副線、佐賀空港線、

東与賀佐賀線

～1.25 昼間12時間の内道路が混雑する可能性が有る時間帯があ
る状態。混雑が何時間も連続する可能性は低い。

1.25～
1.75

ピーク時はもとより、ピークを中心に混雑する時間帯が加速
度的に増加する可能性が高い状態。

1.75～ 慢性的な混雑状態を呈する。

出典：道路の交通容量(S59.9月)

至

小
城
市
・江
北
町
方
面

至 佐賀空港方面

至

大
川
市
方
面

至

鳥
栖
市
方
面

至 佐賀大和IC方面

11.0万台

0.3万台

3.6万台

6.8万台

1.4万台

万
台

13.3

万
台

10.9

万
台

1.6

3.2万台

4.6万台

0.3万台

0.8万台

0.3万台
0.4万台

3.0万台

2.5万台

3.8万台

1.0万台

6.7万台

出典：断面混雑度・交通流動：H27道路街路交通情勢調査

※佐賀市中心部を通過/発着とする交通のみを対象に集計

佐賀市中心部
通過OD
発着OD
内々OD

【佐賀市街エリア関連交通の流動(１日当たり)】

混雑度：0.87東部断面

混雑度：0.93北部断面

混雑度：0.83南部断面

佐賀市街
中心部

関連交通計
35.5万台

通過
11.2万台

(32%)

発着
17.6万台

(50%)

【佐賀市街中心部関連交通の内訳】

内々
6.7万台
(19%)

※佐賀市中心部関連交通：
内々交通及び中心部出入台数

西方面から佐賀市中心部への流入交通が
多く、断面交通容量が不足

中心部への発着が多く
特に西方面からの量が多い

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（２）佐賀市街エリアの交通特性 ①関連する交通流動



【 平 常 時 】 【 緊 急事態 宣言中 】

中心部
中心部

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

20㎞/h未満

30㎞/h未満

40㎞/h未満

50㎞/h未満

50㎞/h以上

主要渋滞箇所

森田 森田

国道34号(西)/国道263号(北)では
渋滞が緩和

断面①

断面②

ＴＤＭ施策により大きな効果が期待できる西方面からの交通（森田交差点等）に着目

※ETC2.0プローブ情報（7～9時平均）
平常時：H31.4.19-R1.5.16
緊急事態宣言中： R2.4.17～R2.5.14

流入速度の比較

○ 緊急事態宣言下(R2.4.17～R2.5.14)には、特に北方面・西方面からの流入において速度向上がみられた
○ 特に西方面から中心部への流入速度の向上幅が大きい

7.0km/h向上

(㎞/h)

※国道34号森田交差点西方向からの流入

(+48％)

3.1㎞/h向上

※国道263号国立病院前交差点北方向からの流入

(㎞/h)

(+27％)

西方面の方が速度向上が大きい
⇒TDM施策が有効である可能性が
高い

北

方

面

(

断
面
②)

西

方

面

(

断
面
①)

断面①

断面②

N N

緊急事態
宣言中

緊急事態
宣言中

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針
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（２）佐賀市街エリアの交通特性 ②着目する方向
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34

至

江
北
町
・武
雄
市

至

佐
賀
市
街
地
部

N

34

※ETC2.0プローブ情報（7～9時平均）
平常時：H31.4.19-R1.5.16
緊急事態宣言中： R2.4.17～R2.5.14

方向①
方向②

方向③

方向④

16.5

18.9

0 5 10 15 20 25 30

平常時

緊急事態

宣言中

方向③

(km/h)

18.0

18.9

0 5 10 15 20 25 30

平常時

緊急事態

宣言中

方向④

(km/h)

14.3

21.3

0 5 10 15 20 25 30

平常時

緊急事態

宣言中

方向①

(km/h)

18.7

24.2

0 5 10 15 20 25 30

平常時

緊急事態

宣言中

方向②

(km/h)

20km/hを
超える

20km/hを
超える

○ 平常時の森田交差点においては、全方向にて20km/hを下回る
⇒信号現示調整による渋滞対策は困難

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

国道34号の上下方向においては、緊急事態宣言中(R2.4.17～R2.5.14)に速度が向上
⇒TDM施策による渋滞緩和が期待できる

（２）佐賀市街エリアの交通特性 ③森田交差点の状況



0%

3%

6%

9%

12%

15%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

通勤(通学) 生活 観光・レジャー 業務 帰宅

時間帯(時台)

全
体
の
需
要
に
対
す
る
比
率

(%
)

14.4 14.1

22.9

31.0
32.6 33.3

30.7
33.6 32.5 33.5

28.4 29.8

0.0

10.0

20.0
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40.0
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旅
行

速
度

(k
m

/h
)

◆交通の内訳

市街地部に流入する時間帯別・目的別交通需要

出典： H27道路街路交通情勢調査

【交通特性から見えるターゲット】

ターゲット 西方面より佐賀市中心部への流入交通（主要渋滞箇所は「森田交差点」）

時間帯 朝ピーク（7～9時）

移動目的 通勤（通学）交通

有効なTDM施策(例) 時間分散(時差出勤)、経路分散、手段分散(公共交通、自転車利用促進)、需要抑制(テレワーク)

【通常時の交通特性】

◆旅行速度状況

混雑ピーク時の
約6割が通勤(通学)関連の交通

○ 西方面から市街地部へ流入する交通の特性をみると、7時～9時において速度低下が顕著であり、移動目的
は通勤（通学）が6割を占める

○ 従って、7時～9時に西方面から流入する通勤(通学)交通をターゲットとしてTDM施策を検討

出典：国道34号上り(森田交差点)の時間帯別速度
ETC2.0プローブ情報(平常時：H31.4.19-R1.5.16)

混雑のピークは平日朝
（限定的）

西方面→佐賀市街中心部

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針
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（２）佐賀市街エリアの交通特性 ④西方面の交通特性の分析



中心部

森田
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○ 国道34号を経由して西方面から佐賀市街地部に流入する交通の転換候補として、国道208号等の経路が
挙げられるが、どの経路においても主要渋滞箇所が存在し、旅行速度20km/hを下回る区間が存在

N

【凡例(速度)】
：20km/h未満
：30km/h未満
：40km/h未満
：50km/h未満
：50km/h以上

※ETC2.0プローブ情報（7～9時平均）
平常時：H31.4.19-R1.5.16

：国道34号経由の西側流入交通

：上記交通の転換候補経路

：主要渋滞箇所

：環状道路

転換候補経路においても
混雑がみられる

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（３）ＴＤＭ施策の検討 ①経路分散

西方面から流入するすべての経路にて速度低下がみられる
⇒経路転換による渋滞緩和は効果が低い
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※各方向の流入交通量で補正
流入交通量計：13,653台

佐賀県庁

佐賀市役所
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佐賀市

小城市

佐賀駅

久保田駅
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伊賀屋駅

小城駅

肥前山口駅

佐賀駅500m圏

佐賀市中心部

▲国道34号経由で西方面から流入する交通の出発地

＜出発地分布＞
5台未満
5-10台

10-30台
30-50台
50-100台
100台以上

中心部ｴﾘｱ
流入方向

※流入交通量で補正

※目的地は、15分以上滞在した箇所を設定

出典：ETC2.0プローブ情報（H31年度平日7-9時）

：鉄道駅

45%55%

流入交通の目的地割合

中心部内中心部外

：分析断面

▲西方面からの公共交通網

運行本数確認断面
(鉄道:佐賀～鍋島間)

：祐徳バス
：昭和バス
：佐賀市営バス
：鉄道

●長崎本線：10便
(肥前山口駅方面)

●唐津線：3便
(小城駅方面)

出典：JR九州HPより作成
（7～9時の間に佐賀駅に到
着する便)

7km以遠の鉄道駅周辺に
出発地が分布

○ 7～9時の間に西方面から流入する交通の出発地

をみると、鉄道利用の優位性が高いとされる中心
部から7km以遠の鉄道駅周辺に分布

○ 西方面から中心部へは、長崎本線や唐津線等の
鉄道が運行されている

N

N

出典：国土交通省HP

所
要
時
間
（
分
）

【計算条件】
・徒 歩 ：4.8km/h
・自転車 ：入出庫4分 + 15km/h
・自動車 ：入出庫7分 + 17.5km/h
・バ ス ：10分 + 14km/h

徒歩6分(発着地計)
待ち時間4分

・鉄 道 ：17分 + 32km/h
徒歩12分(発着地計)
駅内移動3分(1駅)
待ち時間2分(1駅)

▲移動手段別 移動距離と所要時間の関係

小城駅

牛津駅

肥前山口駅

佐賀駅

7km以遠：
鉄道の優位性が高い
(所要時間が短い)

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（３）ＴＤＭ施策の検討 ②手段分散(i.鉄道転換)

森田

森田
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鉄道への転換は渋滞緩和の可能性有り
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佐賀市中心部

▲西方面からの公共交通網

：祐徳バス
：昭和バス
：佐賀市営バス
：鉄道

出典：各バス事業者HP

○ 現在、国道34号経由で西方面から佐賀市街地部へ流入するバス路線が運行しておらず、また所要時間
的にみてもバスは自動車よりも優位になりにくい

N

出典：国土交通省HP

所
要
時
間
（
分
）

【計算条件】
・徒 歩 ：4.8km/h
・自転車 ：入出庫4分 + 15km/h
・自動車 ：入出庫7分 + 17.5km/h
・バ ス ：10分 + 14km/h

徒歩6分(発着地計)
待ち時間4分

・鉄 道 ：17分 + 32km/h
徒歩12分(発着地計)
駅内移動3分(1駅)
待ち時間2分(1駅)

▲移動手段別 移動距離と所要時間の関係

西方面から市街地部に流入する
バス路線が無い

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（３）ＴＤＭ施策の検討 ②手段分散(ii.バス転換)

森田
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バスが優位になる
距離帯が無い

バスへの転換単独では渋滞緩和の効果が低い
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流入交通量計：13,653台
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佐賀市役所
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小城市
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鍋島駅

牛津駅

伊賀屋駅

小城駅

肥前山口駅

佐賀駅500m圏

▲国道34号経由で西方面から流入する交通の出発地

＜出発地分布＞
5台未満
5-10台

10-30台
30-50台
50-100台
100台以上

中心部ｴﾘｱ
流入方向

※流入交通量で補正

※目的地は、15分以上滞在した箇所を設定

出典：ETC2.0プローブ情報（H31年度平日7-9時）

：鉄道駅

：分析断面

○ 7～9時の間に西方面からの流入する交通の出発地をみると、自転車利用の優位性が高いとされる中心部
から0.5km～5kmの距離帯にも分布

N

出典：国土交通省HP

所
要
時
間
（
分
）

【計算条件】
・徒 歩 ：4.8km/h
・自転車 ：入出庫4分 + 15km/h
・自動車 ：入出庫7分 + 17.5km/h
・バ ス ：10分 + 14km/h

徒歩6分(発着地計)
待ち時間4分

・鉄 道 ：17分 + 32km/h
徒歩12分(発着地計)
駅内移動3分(1駅)
待ち時間2分(1駅)

▲移動手段別 移動距離と所要時間の関係

小城駅

牛津駅

肥前山口駅

5km以内からの流入が存在

佐賀駅

45%55%

流入交通の目的地割合

中心部内中心部外

0.5～5km：
自転車の優位性が高い

(所要時間が短い)

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（３）ＴＤＭ施策の検討 ②手段分散(iii.自転車転換)

森田
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自転車への転換は渋滞緩和の可能性有り



○ 時間分散策については、平成30年より時差出勤の呼びかけを継続中
○ コロナ禍によるリモートワーク需要の増加に対応するため、佐賀市にてテレワーク推進支援室を設置
○ テレワークの普及による移動需要の削減に伴い、混雑緩和に繋がることが期待される

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

（３）ＴＤＭ施策の検討 ③時間分散 ④需要抑制

出典：佐賀市HP

24

出典：佐賀国道事務所(佐賀県交通渋滞対策協議会)HP

継続的に取り組みを実施



（３）対策メニューの検討 【まとめ】

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針

分類 森田交差点への対策案 適用可能性 備考

①経路分散 •ルート転換 ×
•転換先の候補路線においても混

雑がみられる

②手段分散

•公共交通機関

への転換

・鉄道 ○

・バス △
•国道34号経由の路線バスが運行

していない

•自転車への転換 ○

③時間分散 •時差出勤 等 － •H30年度より取組継続中

④需要抑制
•在宅勤務・テレワーク

•サテライトオフィス 等
－

•佐賀市において、テレワーク推進

の取組みを開始

○ 前頁までの検討を踏まえ、「鉄道への転換」「自転車への転換」の推進が、森田交差点における対策内容
として効果的であると考えられる
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○ 渋滞体対策協議会としてのTDM施策は下記の通りとし、実行(実証実験)までに必要な各種詳細の検討
や関係機関協議等を実施する

TDM施策の
ターゲット

• 佐賀市街地部へ流入する通勤交通をターゲット
• モニタリング箇所(代表交差点)を「森田交差点」に設定

対策内容 • 鉄道利用への転換(主に中心部から7km以遠の通勤者)
• 自転車利用への転換(主に中心部から5km以内の通勤者)

施策展開方法 • 実施日(期間)を決めて実行(実証実験)を行う

今後の調整事項 • 実施内容の確定（広報計画、効果検証方法の検討）

（４）対策内容と今後の展開

３．新しい生活様式における交通状況を踏まえた渋滞対策方針
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将来的な展開
• 手段転換施策について、継続的な効果検証・改善を実施
• 取組中の時差出勤や在宅勤務の推進を継続実施

佐賀市街地部の面的な渋滞緩和を図る
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４．官民連携による渋滞対策

○人・物の輸送の効率化を図るため、渋滞対策協議会とトラックやバス等の利用者団体との連携を強化し、利用
者目線で対策箇所を特定したうえで、即効性のある渋滞対策を実施

利用者団体と連携

（トラックやバスタクシー・ハイヤー等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

・地域の課題を共有することで道路管理者と
道路利用者間での議論を促進

＜トラックが渋滞に巻き込まれている状況＞

＜バスが渋滞に巻き込まれている状況＞

引き続き、トラック・バス等事業者から見た渋滞箇所の対策を実施予定



都道府県名
国道3号　永吉交差点付近 国道204号　黒塩交差点
県道31号　乗目交差点 国道207号　片田江～扇町
国道3号　曽根崎交差点 県道17号　柚比IC～アウトレット鳥栖付近
国道34号　佐賀北警察署前　 県道31号　東脊振IC付近
国道34号　村田交差点(鳥栖市) 県道48号　千布北交差点付近
国道3号　姫方町交差点 県道224号　扇町
国道34号　鳥栖市役所付近 国道34号・県道248号　森田
国道34号　一本松交差点(鳥栖市) 県道31号　上峰～鳥栖
国道34号　田手交差点（吉野ヶ里町） 【県外の道路】国道2号　岡山バイパス
国道34号　二本黒木交差点付近 【県外の道路】国道2号　廿日市～岩国線
国道34号　神埼警察署前 【県外の道路】国道3号　北九州八幡～黒崎線
国道34号　協和町交差点 【県外の道路】国道3号　大野城～太宰府
国道34号　佐大医学部入口　 【県外の道路】国道500号　大刀洗町十文字交差点付近
国道203号　畑田交差点付近 【県外の道路】国道500号　西鉄小郡踏切付近
国道263号　尼寺南小路交差点 【県外の道路】県道35号　粕屋～筑紫野
国道3号　弥生が丘入り口交差点 【県外の道路】国道3号　苅原交差点

渋滞箇所

佐賀県

都道府県名
国道264号・県道30号　片田江交差点付近 国道34号　田手交差点付近
国道207号　八戸交差点付近 国道3号　永吉交差点付近
国道34号　北方工業団地入口交差点付近 国道207号　与賀町交差点付近
国道202号　川東江湖辻󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀　 国道207号　扇町交差点付近
国道202号・国道204号　二里大橋交差点 国道34号・国道208号　佐大医学部入口交差点付近
国道204号　名村造船出勤時渋滞 国道263号・県道48号　尼寺南小路交差点　
国道202号　大土井交差点付近 国道264号・県道267号　神野１丁目交差点　　　
唐津東中・高～東唐津交差点　唐津ロイヤルホテル川側の道 唐津市東唐津交差点と唐津市東町交差点（松浦橋北側・南側）
県道347号　東町交差点付近 【県外の道路】県道602号　天神交差点付近

渋滞箇所

佐賀県

都道府県名
道34号　鳥栖市役所交差点(鳥栖市) 国道203号　畑田交差点(小城市)
国道34号　田手交差点(吉野ヶ里町) 国道207号　八戸交差点(佐賀市)
国道34号　佐大医学部入口交差点(佐賀市) 国道208号　新栄小学校交差点(佐賀市)　
佐賀市道　医大東通り、佐大病院正門から国道34号高架下付近(佐賀市) 県道347号　東唐津交差点(唐津市)
国道34号　白岩公園入口交差点(武雄市 県道44号　中町交差点　
国道202号　二里大橋交差点(伊万里市)

渋滞箇所

佐賀県
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（１）要望個所一覧
【トラック協会からの対策要望箇所(令和２年10月)】

【バス協会からの対策要望箇所(令和２年10月)】

【タクシー・ハイヤー協会からの対策要望箇所(令和２年10月)】

R2対策済

対策中

対策中

検討中

検討中

対策中

対策中

対策中
対策中

対策中
対策中

対策中
対策中

対策中
対策中

対策中
対策中

対策中

R2対策済

対策中

R2対策済

４．官民連携による渋滞対策
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（２）検討状況 ①国道２０２号大土井交差点

【断面図】 右折レーンの延伸

（対策後）
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0.5m
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（対策前）
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国道202

≪位置図≫

≪広域図≫

交通状況

至 大土井交差点

至 糸島市
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至 伊万里市

大土井交差点

主要渋滞箇所

写真

至

糸
島
市

202

204

○ 唐津市街へ向かう右折車両の滞留により、直進車両の阻害が発生

至

糸
島
市

至

伊
万
里
市

至 唐津市街
：右折車両
：直左車両

至

伊
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里
市

：右折車両
：直左車両
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対策前
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糸
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至 唐津市街

右折レーンの延伸(35m→100m)

202
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◆右折車両が直進車線まで滞留
◆直進車両の進行を阻害し、渋滞が発生

202
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大土井
交差点

大土井
交差点

写真
断面

断面

上り

下り
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４．官民連携による渋滞対策

右折レーンの延伸を検討しており、令和2年10月に交通量調査を実施し現在設計を実施中
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（２）検討状況 ②国道３４号鳥栖市村田町交差点

佐賀県鳥栖市
国道34号村田町交差点

≪位置図≫

≪広域図≫

村田町交差点

主要渋滞箇所

写真

至

鳥
栖
市

34

34

○ 鳥栖市方面へ向かう上り方向にて、右折車両の滞留により、直進車両の阻害が発生

至

佐
賀
市

≪説明図≫
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地

：右折車両
：直左車両

至

佐
賀
市

：右折車両
：直左車両

対策後

対策前 ◆右折車両の滞留による
直進車両の阻害が発生

鳥栖市村田町交差点

写真

!!

至

鳥
栖
市
街
地

至

佐
賀
市

鳥栖市村田町交差点

交差点のコンパクト化
（停止線の前出し）

右折レーンの延伸
（２０ｍ→４５ｍ）

交通状況

至 佐賀市

至 鳥栖市街地

上り

下り

上り

下り

４．官民連携による渋滞対策

右折レーンの延伸及び交差点のコンパクト化(停止線の前出し)を検討
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５．今後について

①主要渋滞箇所の交通状況のモニタリングの継続・評価

②主要渋滞箇所の渋滞要因の把握及び新たな対策の検討（道路整備、TDM施策、ピンポイント対策等)
→特に佐賀市街地部に対するTDM施策は、広報計画や効果検証方法等、対策詳細を検討・調整

・次回の協議会に向けて

③既存対策の推進

○これまでに議論した交通課題を踏まえて、道路整備を始めとするハード対策や、現状の機能を
有効活用するためのTDM施策、ピンポイント渋滞対策を検討

〇特に佐賀市中心部への流入交通については、交通課題を踏まえたうえでの交通需要マネジメ
ント施策等のTDM施策の検討深度化を進める
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